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A 66 マイコン制御自動炊我累･こよる

系占屋栄羞弧火　　宮滞節子

〔(社)日本家政学会

大量調理炊暫時遠浅今年ヒ廠について

浩IB義和　　服卸三十吻　　恥ふいヽ３

　目的　自動炊廠^よ　自動的I=コX I-□ - /レされて炊ノ飯でさる使刺さがあ^ 反面■ 諒匯

参件，心・ては. 炊之乙りt八七ドラ7翁レを生するこ乙i><‘あろ. か年々4 コ^内蔵^ﾒﾀ栽

鼎が絹発されrli5バヒされマいいト内却羞度球とO'ぶり■■ 如に飯卜ぷってぃくヵ｀. * tl

白/飯と特命/飯tに・釦≒いﾉﾉ徊

が廠八可紅ヵ，を苛祭する敦あIり芙騰り卜順干・知見を碍r- ・で報告すi・

　琵気　右廠t 綺碑醸トぶt i.むお. tし飯, ピラフ，パ' ? - ラAス）/: っい’Z　雌・^ XX

/飯かり貧乏に炊廠りすっr: . マイコ>- 割仰自動μ/飯刄同'^ 妾缶とデドタ/しま度払録計

に肝料I鋒眺レ炊叙t . 食訊の冷御■ 廠わ¥ごのと・仰位あ｀よ7Aと御訂･リ, の7lﾉ覚刑吏

を連続記灘レ4s.'^ 水ふ量と翻化度を劉足しふ加忿7 番卒しJ-_

　鈴早　部位則茄畢x〕3. , 白廠拝辞叙レいこ/^ま洛肩甲爽・ヽ洙淮血多りしく/飯丿水奏

-f-i'ヶａく糊化度名弗し< -f凱一部早と７つT- . 外,- 粁學飯-?■■油h梗印し匹吹瀬峰・大饗／恢

々・菜*-‘蒼し＜. 瑚化渡　水／外f い虐卸と彦封位i ’I: 心人f＼バラ･ソベ笛うくr みられ

卜すし/核町各吾ト’ﾉ刄州し水今李バヤにヽが漸叫

よろ水/外t とm化? れ打叙わ水冷々と・ゑバ'i-じ｀r-と思^れい水追ぐ乙･;tX4i.には

収水時絹&表（･宍岑tすわ卜埼榛原れ・浪度よ修鮒喋慢･汀るぶウリマイコ^調堅す

衣a'　虚字吸収r酉凡境　水ふ-^ と右大差み，炊■/及バ可紅ざあi . ／鳶ま内ふ即位‘リ勾哭迎」

定f, 叩･C，yAX.り侵渡参布ヒ翻祀濃は　台飯r‘r = 岬/. 特肆/飯でr 一岬粁i: 薦け-祖町ダ佑

あられn ・ t＼ 洙痩剛夏I-- よ卜/紅ヽま内の/飯』鍼両度を知うこt が゛可ttr あろ.

A 67 玄ま叙り組堆化孝的走イし（－一策）

糾蔓々lSり6大　o島御料チ

哨的　匡力鍋i゛た、ヽt-i､享観片息外・うa いとI.･うぺμ'夕い9 7", 徒ま。たぞ才にふゐ

白和
　^咳　咳験ね斯･れな?> i μね拷ot 玄米μ，白*ifi ならぴ玉尽jl'鍋，丈化胡ぞ’たいた丸

栄飢，怜于剱の四軸軸乙しみ，訓料･ま玄まれと^ 素れを/タクり･・為帖，? ?>他<5オMr"

を゛哩し却片tつくs・凍ヽ阿玄^匂と& ?.価･*四夕7 A y 乞竹し切呼1つぺ<) ，゛μ,砂ii

とした。
(' ）　形恕観察,い≫t̂ 本顕噺t. t々顕庸禰, 瓦雀老丿顕蔵溺｛・ヽた。( i i ～け｝

はin あ々顕御魏を用にた，

い）たんぼ’く背撞釦- ’いいt ドゾ｀i/フフ及函いa ゛印可衡をμ弘だ。

( 3 1多桶韻・検*ヽ心*過沃素alアタヅフ恥も,t呼ヽた・

け) ^玖t構或すi城鋤質･こはik化i･鉛ヨーf-"農, 1 ■?>他-%用'A･た。
幻脂肪9> 検血(-- ･i.ク･りスタ･■/ M.用*ヽr -t叫i,つ< 'I才イ゛1’ツド'どT‘肇色.した。

μ来( ) 剣

,^紅鶴｡隊μ竹μΓあっ柚£雀'iiふ頭撤礒らり恥哨虹<^微鳥構^を観察しら

忙讐ガにヅボぱ竺
いj りk輯K^^t色^’ ｌ 色･･嗚・
い) 細此々，めブ'≪,な構戌絢嗜^'‘゛あ*￥'げ｀ニン‘゛叫, タダシ吋薔色りt色むた。

μ1 脂岐は摩いの鰐鉢と｡レｔ 1 *..Lた。


